
三
年
ぶ
り
鬼
城
草
庵
で
開
催

―
東
北
大
鬼
城
句
会
―

創
会
五
年
、

二
十
回
目
の
東
北
大
鬼
城
句
会
が
五
月
二
十
八

日

（金
）
鬼
城
草
庵
で
開
催
さ
れ
た
。

三
年
ぶ
り
の
革
庵
で
の

句
会
は
、

会
員
八
人
に
加
え
て
地
元
か
ら
七
人
も
の

『櫻
草
』

同
人
が
参
加
さ
れ
盛
大
な
句
会
と
な
っ
た
。

櫻
草
同
人
出
席
者

は
、

岸
　
季
与
、

坂
口
青
郎
、

高
橋
親
史
、

高
橋
良
子
、

樋
口

ト
シ
子
、

福
鳴
蒐
火
、

村
上
郁
子
の
各
氏
。

十

一
時
半
ハ
東
京
か
ら
の
後
続
組
も
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、

鮒

警
主
字
と
久
し
ぶ
り
に
対
面
。

こ
れ
は
草
庵
開
催
の
大
き
な
目

的
で
も
あ
る
。

メ
ン
バ
ー
と
し
っ
か
り
、
し
っ
か
り
握
手
。

そ

し
て
主
字
を
真
ん
中
に
車
庵
前
で
出
席
者
全
員
が
記
念
撮
影
。

主
字
の
元
気
な
姿
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

会
員
み

ん
な
の
喜
び
で
あ
っ
た
。

昼
食
、

懇
談
の
後
、

正

一
時
に
句
会
開
△
馬

土昂
即
さ
ん
か
ら

歓
迎
の
お
言
葉
が
あ
り
、

当
句
会
幹
事
の
松
本
貞
風
さ
ん
か
ら

進
め
方
を
含
め
挨
拶
が
あ
っ
た
。

兼
題
は
、

十冒
煮

繭
・蚕
、

ダ
ー
ビ
ー
、

海
月
、

石
楠
花
、

恋
。

当
季
雑
訴
も
可
。

各
人
出
句
工
句
、

投
句
の
み
の
会
員
の
分
を

含
め
八
十
句
の
短
冊
が
揃
う
。

清
記
後
女
性
同
人
の
方
の
手
を

煩
わ
し
全
員
の
分
を
コ
ピ
ー
し
て
も
ら
，乳

選
句
は
六
句
。

選
句
は
何
時
ま
で
？
と
の
質
問
に
対
し
、

幹

事
の
回
答
は
「最
後
の
人
が
提
出
す
る
ま
で
」だ
っ
た
の
で
、

普

段
よ
り
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
た
向
き
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

如
雨
が
披
講
を
行
≡名

季
与
さ
ん
の

「初
恋
は
…
…
」
が
何

度
も
読
み
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
句
は
結
局
特
選
三
、

佳
選
六
と

い
う
圧
勝
”
当
句
会
の
メ
ン
バ
ー
も
な
か
な
か
頑
張
っ
て
い
る

ナ
と
算
用
し
な
が
ら
、披

講
を
終
え
る
。

清
記
順
に
句
の
感
想
、

意
見
等
を
述
べ
合
い
、

皆
さ
ん
の
活
発
な
発
言
で
賑
や
か
な
合

評
と
な
っ
た
。

強
い
切
れ
字

「や
」
の
使
い
方
等
の
勉
強
も
あ

つ
て
、

大
変
啓
発
さ
れ
た
句
会
で
あ
っ
た
。

互
選
特
選
句
を
紹
介
す
る
と
―
―

初
恋
は
わ
が
胸
の
中
櫻
貝

絹
羽
織
る
繭
の
命
の
重
さ
か
な

ダ
ー
ビ
ー
や
番
狂
は
せ
は
人
の
世
も

上
州
の
女
工
哀
史
や
捨
蚕

チ
エ
ー
ン
ノ
ー
唸
る
里
山
薄
暑
か
な

野
菊
の
墓
読
み
捨
て
て
君
ジ

ュ
ー
ン
ブ
ラ
イ
ド

繭
籠
る
少
女
覚
ひ
し

「銀
の
匙
」

蘭
学
の
事
始
め
と
ぞ
海
月
分
け

魯2晶2景学暑雷
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高
崎
は
初
め
て
と
い
う
メ
ン
バ
ー
も
お
り
、

句
会
終
了
後
は

草
庵
肉
の
貴
重
な
資
料
を
じ
つ
く
り
拝
見
。

帰
り
し
な
思
い
が

け
ず
玄
関
前
に
も
う

一
度
出
て
来
ら
れ
た
主
宰
と
ま
た
堅
い
握

手
。

朝
か
ら
文
句
な
し
の

「五
月
晴
」
（誤
用
で
す
）
の
高
崎
、

別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
東
京
組
は
全
員
で
磯
部
温
泉
の
舌
切
雀
の

お
宿
に
向
か
】名

句
会
の
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
て
、

温
泉
と
若
子
の
ア
ル
コ
ー

ル
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い
。

句
会
後
半
月
、

二
年
ぶ
り
に
勢
啓
主
字
の
選
が
も
た
ら
さ
れ

た
。

主
学
に
は
い
ろ
い
ろ
ご
不
自
由
の
中
選
句
し
て
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
る
。

〈
特

選

〉

な
お
、

当
句
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｆ
主
８
ミ
ざ
Ｆ

ｐヽ
風
ユ
一出
ｏ
も．●
卜
豆
ｏ
Ｆ
史
さ
浮
ｏ
望

に
主
宰
選
、

互
選
句
の
詳
細
を
掲
載
し
て
い
る
。

終
り
に
、

村
上
郁
子
主
宰
代
行
を
は
じ
め

『櫻
車
』
同
人
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

深
甚
な
る
謝
意
を
表

し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岩
渕

如
雨

記
）

初
恋
は
わ
が
胸
の
中
櫻
貝

沖
に
向
け
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
タ
薄
暑

〈
佳

選

〉

ほ
と
と
ぎ
す
恋
を
託
せ
し
万
葉
歌

ダ
ー
ビ
ー
の
記
憶
の
中
に
ハ
イ
セ
イ
コ
ー

石
楠
花
や
君
に
添
は
ん
と
深
山
よ
り

蜜
棚
た
て
母
屋
す
つ
か
り
取
ら
れ
け
り

峠
道
繭
に
ま
つ
わ
る
哀
史
あ
り

昔
日
の
蚕
の
匂
ひ
残
す
町

季

与

奥
山
沸
悦

平
山
越
庵

良

子

平
山
越
庵

ト
シ
子

鈴
木
蓮
囲
池

伊
東
興
山
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